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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、アッバース朝・ブワイフ朝の書記官僚が執筆した文書集その他の人文学的な著作を
中心に、アッバース朝の文書行政と官僚社会のあり方を検討し、当時の書記官僚の形成した相
互規定的文化や行政技術、規範意識などを明らかにすることを目的とした。その成果として、
アッバース朝における文書行政のマムルーク朝における伝承と変容、異教徒官僚の周囲に形成
された文化や改宗者・奴隷との関わり、紙の伝播と行政利用の在り方などが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research was to examine the art of administrative documents in 
the Abbasid period, and to investigate the culture and codes of behavior among the 
governmental bureaucrats, mainly through their literary works and documents which 
are extant as collected works. In the course of this study, I discussed some aspects of 
cultural and social changes in the Abbasid society, such as use of paper and the glowing 
political role of slaves, and its effect to the activities of bureaucrats. 
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者は、アッバース朝における文書
行政について、アブー・イスハーク・イブラ
ーヒーム文書集を通した研究を行い、また書
記官僚が徴税業務において、独特の内部論理
を用いてその業務を遂行していたことに着
目し、これを The Craft of Knowledge の概
念によって検討していた。本研究は、その成
果を踏まえつつ、さらにその視点を、書記官
僚を取り巻く知的・社会的環境にまで広げ用
途試みたものである。 

 

２．研究の目的 

本研究は、アッバース朝の書記官僚社会と
文書行政について、両者の関連性に着目しな
がら、その全体像を明らかにしようとした。 

その目的として 

 

（１）この時期の代表的な書記であるアブ
ー・イスハーク・サービーが残した文書群の
あり方を継続的に明らかにするとともに、同
時代の書記官僚達が残した、他の文書群や文
学、歴史学、倫理学など多岐にわたる著作を
分析することによって、これらが生み出され
た社会背景を明らかにする。 

 

（２）これによってアッバース朝の書記官僚
社会と文書行政の関係性を分析し、当時の書
記官僚が形成した相互規定的な文化や行政
技術、規範意識などを明らかにし、ひいては
アッバース朝社会のあり方を解明する。 

以上の２点を掲げた。 

 

３．研究の方法 

（１）アブー・イスハーク・イブラーヒーム
文書集の各種写本群を継続的に比較検討し、
その内容の分析を進めるとともに、イブン・
アルアミードおよびサーヒブ・イブン・アッ
バードの文書集の内容および様式の検討に
着手し、各文書集の内容の比較および体系的
把握を行った。 

 

（２）アッバース朝後期の代表的な書記典範
であるクダーマ・ブン・ジャーファル『書記
の流儀』、アブー・バクル・スーリーの『書
記の教養』、およびアッバース朝行政に大き
な影響を受けたマムルーク朝の書記典範で
あるイブン・ファドルッラー・ウマリー『高
貴なる用語』の読解分析を進め、アブー・イ
スハーク・イブラーヒーム文書群の理解の深
化に努めるとともに、特に、アッバース朝期
とマムルーク朝期のアフド文書の定義、様式
の差異について検討をした。マムルーク朝と
の比較については、谷口淳一、近藤真美、伊
藤隆郎といったアイユーブ朝、マムルーク朝
研究者との研究連携を行い、その理解を進め

た。 

 

（３）書記官僚の中心をなす異教徒および異
教徒からの改宗者の社会的な在り方を検討
するため、それら改宗者の社会同化への過程
や、改宗者・奴隷が宮廷と行政機構および軍
事に関与していく歴史的状況などを、書記や
改宗者の執筆した文学から検討した。 

 

（４）同様に、これらの改宗者が中央アジア
から導入した紙に注目することにより、紙の
行政使用やアッバース朝人文学に与えた影
響を検討し、さらにワッラークと呼ばれる紙
商人・書籍業者と書記・文人の関係を、西ア
ジア古来のヘレニズム系学問の継承・伝播や
行政機構・行政用語への影響などを念頭に検
討した。 

 
（５）初期イスラーム史における書記の様態
を検討する必要から、「初期イスラーム史研
究会」を定期的に開催し、若手研究者との意
見交換や研究の推進を行い、本課題に関わる
重要な研究の場とし、またその場において本
研究課題の成果の発表も行った。 
 
４．研究成果 
本研究の主な成果は以下の通りである。 

（１）アブー・イスハーク・イブラーヒーム、
イブン・アルアミードおよびサーヒブ・イブ
ン・アッバードの各文書集の様式について、
校訂本および写本マイクロフィルムからの
情報を精査し、総合的に検討を行った。 

特に「授与文書」に類型化されるアフド文
書、タクリード文書に注目し、これをイブ
ン・ファドルッラー・ウマリーやカルカシャ
ンディーまたイブン・ナーズィル・ジャイシ
ュの書記典範に記述されるマムルーク朝期
の授与文書様式と比較して検討したところ、
アッバース朝期の授与文書が、マムルーク朝
期においてもその典型として尊重されつつ、
大きな変容を被って継承されていることが
明らかとなった。カルカシャンディーは、授
与文書の授与文言についてその変化を記述
しているが、これはアッバース朝期以前から
のマムルーク朝にかけての「授与文書」の様
式的変化の実態に呼応している。その中でも
アブー・イスハークやサーヒブ・イブン・ア
ッバードの用いた形式はその一典型をなし
ていることが実証された。 

特にアッバース朝後半期においてアブ
ー・イスハーク・イブラーヒームとその周辺
が用いた amara-hu で始まる、「授与文書」
中の命令文（権力者が配下に権限の授与と同
時に遂行する職務内容を命じるもの）につい
ては、その内容からアッバース朝期の特定の
職務に付随する「行為」と「理念」を明らか



 

 

にすることが可能であり、その職務がいかな
る職務内容を包括し、またその遂行を期待さ
れているか、さらにその担当者に必要とされ
ている能力、倫理、規範意識はどのようなも
のであるかを明らかにすることが可能であ
る。 

この命令文については、マムルーク朝期に
おいてもイブン・ファドルッラー・ウマリー
が詳述しているが、その形式、内容ともに時
代による変化を受けており、特にアッバース
朝後期の地方総督に対する命令文は、マムル
ーク朝のものと異なり、地方支配権授与の問
題やカリフによる神の権威の代理性の問題
が明確に反映されていることが明らかとな
った。 

以上のような状況は、書記官僚が「文書作
成術」の継承と独自の工夫を行うことにより、
その時々の権威を在り方を行政に反映させ、
また行政によって単なる経済的社会的利害
だけでなく、ある種の世界観や倫理を反映さ
せていったことを示しているが、ここで重要
なのは、アッバース朝においてもマムルーク
朝においても、このような書記官僚の中心を
になったのは異教徒であるネストリウス派
キリスト教徒やコプト教徒またサービア教
徒とそこからの改宗者であったことである。
このため、この研究は必然的に、初期および
中世イスラーム世界における改宗者と同化
さらに奴隷の輸入や彼らの持っていた文化
のイスラーム化の問題と密接に関わること
となった。 

 

（２）アッバース朝行政と文化における世界
史的に重要な特徴は、そこで紙が用いられた
ことである。本研究は、この紙の伝播と行政
使用の問題をも取り扱ったが、ここでもやは
り、異教徒文化のイスラーム化と改宗、そし
て奴隷輸入と同化の問題が大きく関わって
いることが明らかとなった。 
 アッバース朝における紙の使用は、①タラ
ス河畔の戦いにおいて捕虜となった中国人
がサマルカンドで製紙を行ったという伝承、
②ハールーン・ラシードの時代にバルマク家
が行政における紙の使用を開始したという
伝承、の二つの伝承を軸に旧来論じられてき
た。これに対して、①については近年これを
見直し、タラス河畔の戦い以前からサマルカ
ンドでの製紙が始まっていたとする説が有
力となっている。しかし、本研究においてこ
れを再検討したところ、タラス河畔以前から
の製紙術の存在は、可能性としては否定でき
ないものの現時点では立証できないことが
明らかとなった。 
また②については、アッバース朝において

9 世紀半ばから後半にかけて、紙による行政
文書が急増し、10世紀にはパピルスを駆逐す
ることが判明したが、8 世紀末のラシードの

時代に導入されたとする伝承は、その内容に
大きな問題が存在し、マムルーク朝の状況を
反映した伝承であることが明らかとなった。
このため、旧来の定説は再検証する必要が生
まれた。同時に、9 世紀半ばの紙の使用を裏
付けるとされた有力史料の読解に問題点が
存在することも明らかとなり、アッバース朝
行政における紙の導入については、さらなる
研究の進展が必要であることがはっきりし
た。 
一方で、アッバース朝における紙は、１０

世紀においてもサマルカンドで作成された
ものが中心であり、中国、唐との接点である
サマルカンドを中心としたソグド地域がこ
の問題に与えた影響はきわめて大きい。９世
紀半ばにはアッバース朝の政治と軍事に、ソ
グド地域からの改宗者や奴隷が大きく関わ
っていることはよく知られているが、行政や
紙の導入にもこれらの改宗者の影響を見て
取る必要を指摘することができる。 
また中央アジア地域出身者におけるギリ

シア系諸学のアッバース朝における展開や
ペルシア系改宗官僚の文学と行政術への貢
献、そしてキリスト教系行政官僚が同時にギ
リシア系科学をも伝承していたことなど、書
記官僚社会と中央アジア系改宗者や奴隷そ
してペルシア系改宗官僚の社会が、それぞれ
相互に影響し合い、アッバース朝の文化と社
会の枢軸部分を形成していたことが、推測さ
れるようになった。この問題は、本研究を今
後さらに展開する際の中心的な問題となり
得ると思われる。 
 
（３）上記の点を踏まえて、本研究のもう一
つの成果として奴隷と改宗者の社会的な同
化に関するものが上げられる。この問題は、
当初は想定していなかった方向性であるが、
前述のような改宗者の行政におけるプレゼ
ンスと、それに大きく関わる奴隷の宮廷と軍
事におけるプレゼンスが、書記官僚社会に与
えた影響の大きさから、その重要性が明らか
となった。 
 特に、初期アッバース朝における被征服者
や奴隷とアラブとの婚姻問題は、アッバース
朝の社会変動そのものとも大きく結びつい
たものであり、ペルシア系書記官僚と強く対
立したアラブ系文人においても、大きな主題
もしくは政治問題として意識されていた。 
 アッバース朝という政治領域が、無数の非
アラブ、非ムスリムを内包する中で、これら
との婚姻によって生まれた子供の血統をど
のように理解するか、奴隷や改宗者の「人種」
や社会的役割をいかにとらえるかは、大きな
問題となったのである。特に書記官僚や宦官、
奴隷軍人のようにアッバース朝の支配に直
接関わる支配エリートでありながら、非アラ
ブ、非ムスリム、奴隷出身者、または改宗者



 

 

である人々は、そのようなアイデンティティ
を保持しつつ、アッバース朝の支配に関わっ
たのであり、彼らの血統や自己意識、また出
自と従属性が８世紀から１０世紀にかけて、
社会の中で大きく変化していく。この在り方
を、本研究の過程の中で明らかにした。また、
このような社会の中で奴隷とされた人々に
対する「人種」概念が、地中海古代社会から
継承されたものであり、当時の最先端の科学
的思考として变述されていた事実も、本研究
の派生的な成果として明らかになったもの
である。 
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